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１．はじめに
本資料は令和5年8月31日に提出した「敦賀発電所発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設
の変更）添付書類の一部補正」（以下，「補正書」）について，誤記等を確認したためその修正内容を取りまとめたも
のである。
誤記等の一覧表では，変更・副次的変更・修正・再評価（以下，「変更等」）の分類※を合わせて示す。
※分類の定義

変更 ：従前提示していたデータから再観察により取得したデータに変えること。
副次的変更 ：関連データの変更等に伴い，従前提示していたデータが変わること。
修正 ：誤記，転記等の間違いを正すこと。
再評価 ：副次的変更のうち連続性評価（破砕帯分布の検討）を再度実施した結果に変わる箇所については再評価

と分類する。

なお，これらの誤記等については，第1202回審査会合に用いる審査資料では修正済である。

3



余白
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２．補正書の誤記について
補正書について，以下の一覧表記載の誤記等を確認したため，正誤比較表を次頁以降に示す。

No. 補正書頁 誤 正 誤記等の理由 分類 頁

1 6-7-29  層下部  層最下部 脱字。なお，関連する第7.4.4.84図は正しい記載となっている。 修正 6

2 6-7-167 12万年前以前 12万年前以降 文献(林崎(2022))からの転記ミス。 修正 7

3 6-7-1553 深度13.42m 深度13.46m

第1099回審査会合において，トレーサビリティの確保に伴う変更として，コアを再
観察し，最新活動面を深度13.46mに変更しており，その変更の反映漏れ（なお，
補正書作成の最新活動面認定手順に従っても変更はない）。
補正書の関連図では，正しい最新活動面深度（13.46m）を赤矢印で示している（第
7.4.4.402図(3)，第7.4.4.402図(4)，第7.4.4.411図(2)）。

修正 9

補正書の誤記等一覧表
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No.1（修正）　正誤比較資料（1/1） （1/1）

誤 正

なお，第7.4.4.84図は正しい記載となっている。

脱字

令和5年8月31日提出

敦賀発電所発電用原子炉設置変更許可申請書

（２号発電用原子炉施設の変更）

添付書類の一部補正

6-7-29頁 補正書に追記（青太枠）

⑤層下部

No.1
⑤層最下部

No.1
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No.2（修正）　正誤比較資料（1/1） （1/2）

誤 正

文献(林崎(2022))からの転記ミス

12万年前以前

No.2

12万年前以降

No.2

令和5年8月31日提出

敦賀発電所発電用原子炉設置変更許可申請書

（２号発電用原子炉施設の変更）

添付書類の一部補正

6-7-167頁

補正書に追記（青太枠）
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No.2（修正）　参考資料（1/1） （2/2）

• OSL年代測定に関して引用している文献である林崎（2022）※では，以下の通り「12万年前以降の年代測定方法として有効である」と記載されている。
※林崎 涼（2022）：最終間氷期の段丘堆積物のOSL年代測定－福島県塚原海岸で採取した試料での測定例－，電力中央研究所

林崎（2022）抜粋に追記（青太枠）
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No.3（修正）　正誤比較資料（1/1） （1/1）

誤 正

なお，第7.4.4.402図（3），第7.4.4.402図（4）及び第7.4.4.411図（2）では13.46mの断層面を最新活動面として示している。

正しい深度の反映もれ

深度13.42m

No.3

深度13.46m

No.3

令和5年8月31日提出

敦賀発電所発電用原子炉設置変更許可申請書

（２号発電用原子炉施設の変更）

添付書類の一部補正

6-7-1553頁

補正書に追記（青太枠）
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